





Sound- and body-mediated dialogue for children with linguistically and culturally diverse 






























　LCD 児はマジョリティの文化の文脈において「欠陥モデル」( 中村 , 1991) にもとづいて対応
される傾向にある。日本語指導が必要な外国籍の児童生徒数は、2016 年度に 34,335 人と報告




























ムの実践研究である 5thD（Cole, 1996）や、地域支援活動を目指した実践研究である La Clase 







































とが求められる（Duranti & Brurrell, 2004）。ジャズの集団での即興演奏の過程において、演奏
者は音や言語といったシンボルを媒介として相互行為を行うなかで共演者の演奏を解釈し評価
している（Sawyer, 1995）。そして、共演者が次にどのような演奏をするのかを予期しようとす















2007; Burnard, 2000; Beegle, 2010; Burnard, 2002）。他者に注意を払う演奏行為として、模倣す
る（Beegle, 2010）、演奏を揃える（Beegle, 2010; Burnard, 2002）、演奏の終わりの合図を出す
（Brunard, 2002）、演奏者間の音色のバランスを調整する（Beegle, 2010）ことが見られた。また、
演奏中や演奏前後ではリーダーやフォロワーのような演奏の役割の出現と交渉が見られた




習や経験により獲得してきた音楽的・文化的な知識を使用している（Berliner, 1994; Monson, 
1996）。このような、これまでの経験により獲得された「知識ベース」とともに、演奏者は作
品ごとに固有である音楽形式的な枠組みや演奏時の雰囲気を即興演奏を生成する際の素材とし





































































子どもを対象に、多文化プレイショップを 2018 年 12 月 1 日に約２時間 30 分実施した。子ど
もたちは、NPO 法人関西ブラジル人コミュニティが実施する関西在住のブラジル人の子ども児
童生徒を対象としたポルトガル語と日本語の学習に参加している。これまでに関連するワーク
ショップを 2015 年から 3 回実施してきた。著者がファシリテーターとなり、子ども 17 名（5

























































580 秒間を 10 秒ごとに区切り、各 10 秒間のなかで音の産出行為がみられた子どもの人数を集
計した。10 秒間に音の出る対象に身体を接触する行動が 2 回以上見られた場合「接触」、非言
語音声を 2 回以上あるいは 2 秒以上持続させた場合「非言語音声」に分類した。音の出る対象





































　焦点場面の総時間である 580 秒間を 10 秒ごとに区切り、各 10 秒間で音の産出行為がみられ









　230~240 秒と 290~300 秒では、「接触」は 16 名、「非言語音声」は 1 名、「産出なし」「産出
不明」は 0 名、「産出者の割合」は 100% であった。このことは、全員の子どもが音を介した活
動に参与していたことを示している。
　310 ～ 340 秒では、「接触」は 3 ～ 5 名、「非言語音声」は 1 名、「産出なし」は 7 ～ 9 名、「産
出不明」は 3 ～ 6 名、「産出者の割合」は 25 ～ 36% であった。この時間では、音の産出が不明











奏法を演奏した人数をみると、7 種類の奏法で 5 名以上の子どもが演奏していた。
　　表２：奏法別の演奏開始者　　　　　　　　　　　　　　　表３：奏法別の演奏者数
注）口笛は産出者を特定できなかったため人数を不明とした。
    
　
注）口笛は産出者を特定できなかったため不明とした。




シリテーターによる次の活動の言語指示の開始以前（527 秒未満）に行ったのは参加者 T と W
のみであり、この２名は先で述べた「正面」と「仰向け」の２種類のみの姿勢をとった参加者（12
名）には含まれていなかった。したがって、次の活動の言語指示が行われるまで参加者の 3 分








ち半数以上で「歩行」がみられ（8 回）、円の「内側」に移動したのは 6 回であった。また、「立








演奏の起点となった子どもとして、F と Y の 2 名が挙げられていた。さらに振り返りの話し合
いの録音を確認すると、F は両隣にいたアシスタント 2 名により言及されていた。Y はファシ
リテーターとアシスタント 2 名の計 3 名により言及されていた。F は最も近い位置にいた 2 名
から言及されていたこと、Y は 7 名中 3 名に言及されていたことから、F と Y の 2 名が積極的
に演奏の改変をしていた可能性が高い。そこで、演奏を変化させた子どもとして F と Y の 2 名
を選出し、分析方法で示した３条件を満たす場面を抽出した。
　次に、演奏を変化させた子どもが他者の演奏にたいしてどのような音の関係にあったのかを
確かめるために、抽出した場面における F と Y の演奏と、その両隣の参加者の演奏の奏法と音








3.4.1 子ども F の演奏の変化
　子ども F とその両隣の参加者の演奏の奏法と音を出したタイミングを図２に示した。194 ～
198 秒では、F と両隣にいる E と G は 3 回叩いたあと休止する音のパターン（以後、音のパター
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ンを「リズム」とよぶ）を 2 回繰り返していた (1)(2)。198 ～ 200 秒では、G はこれまでと同
じリズムを繰り返した (3)。また、G の音のタイミングにほぼ一致した状態で F も 3 回音を出
していた。これまでに 3 名によって演奏されてきたリズムは主に足で床を叩くことで演奏され
た。しかし、このリズムの休止となるタイミングで F は手拍子を始めた (3)。その後の 200 ～






3.4.2 子ども Y の演奏の変化
　子ども Y とその両隣の参加者の演奏の奏法と音を出したタイミングを図３に示した。194 ～
198 秒では、Y の両隣にいる X と A は、足で床を叩く奏法により 3 回叩いたあと休止するリズ
ムを 2 回繰り返した (7)(8)。そのあと同様のリズムを Y が手拍子で演奏した (9)。その手拍子
のタイミングは X と A とほぼ一致するものであった。200 ～ 202 秒では、X と A はこれまで
と同じリズムを繰り返した（10）。それにたいして、Y のリズムは異なるものであった。Y の異
なるリズムは４音で構成されたもので、１音目と４音目のタイミングは A と X のリズムの１音
目と３音目にほぼ一致するものであった。しかし、Y のリズムの２、３音目は、X と A のリズ
ムの２音目のタイミングとずれが生じていた。さらに、これまでのリズムは１音目と２音目の
音の間隔と２音目と３音目の音の間隔がほぼ同一で均等であったが、Y の新たなリズムでは音
の間隔が不均等なものとなっていた。これらのことから、はじめに X と A が演奏するリズムに
Y が合わせ、そののち Y は両隣の参加者と音のタイミングを一部合わせながらもリズムをより
不均等なものへと変化させたといえる。





















































































奏 (Berliner, 1994; Sawyer, 1995; Duranti & Brurrell, 2004; Graiter, 2008) や子どもたちの学校で
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